
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

―
杜
甫
と
自
然
の
関
係
に
着
目
し
て
（
中
期
の
場
合
）
―

（
人
文
・
社
会
科
学

漢
文
学
研
究
室
）

太

田

亨

は
じ
め
に

日
本
中
世
禅
林
の
初
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
末
期
）
に
お
い
て
、
禅
僧
は

既
に
杜
甫
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
自
身
の
詩
文
に
詠
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
頻
度
は
極
め

て
少
な
か
っ
た
。
中
期
（
南
北
朝
時
代
末
期
か
ら
応
仁
の
乱
頃
）
に
な
る
と
、
禅
僧
は
様
々

①

な
観
点
か
ら
杜
甫
に
関
す
る
事
項
を
自
身
の
詩
文
に
詠
み
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。

筆
者
は
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
像
に

つ
い
て
―
」
に
お
い
て
、
中
期
の
禅
僧
が
、
杜
甫
の
困
窮
し
た
点
に
着
眼
し
、
自
ら
の
詩
文

②

に
そ
の
こ
と
を
多
く
詠
出
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
淵
源
を
た

ど
っ
て
い
く
と
、
中
国
の
宋
代
に
お
い
て
は
、
文
人
間
に
「
窮
す
れ
ば
詩
が
工
に
な
る
」
と

い
う
文
学
観
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
文
学
観
に
照
ら
し
て
、
最
も
優

れ
た
詩
人
と
し
て
杜
甫
を
称
揚
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
理
由
を
「
困
窮
」
に
求
め
た
の
は
当

然
の
成
り
行
き
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
宋
代
の
文
学
思
潮
は
日
本
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

禅
僧
が
杜
甫
の
作
品
を
解
釈
す
る
に
際
し
、
「
窮
す
れ
ば
詩
が
工
に
な
る
」
と
い
う
文
学
観

を
も
っ
て
解
釈
す
る
よ
う
に
な
る
。
解
釈
の
際
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
『
集
千
家
註
批
点
杜

工
部
詩
集
』
で
も
、
評
者
・
劉
辰
翁
が
杜
甫
の
困
窮
に
言
及
し
て
お
り
、
禅
僧
が
困
窮
像
の

観
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
に
拍
車
を
か
け
た
。
杜
甫
の
個
々
の
詩
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、

杜
甫
の
困
窮
す
る
姿
に
つ
い
て
、
無
位
無
官
で
や
む
な
く
食
を
乞
う
て
世
を
渡
る
「
乞
食
」

と
評
す
る
こ
と
が
屡
々
見
ら
れ
る
。
か
く
し
て
禅
僧
の
杜
甫
困
窮
像
は
、
杜
詩
解
釈
を
重
ね

る
こ
と
で
深
ま
り
、
自
ら
が
詠
じ
る
詩
文
に
杜
甫
の
困
窮
像
を
盛
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

禅
僧
は
、
詩
が
工
に
な
る
原
因
を
困
窮
に
求
め
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
自
然
の
助
け
に
求
め

る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
中
期
の
禅
僧
が
杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩
や
諸
国
を
遍
歴
し
た
点

に
つ
い
て
詠
出
し
て
い
る
事
に
着
眼
し
、
禅
僧
が
自
然
と
詩
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

一
、
杜
甫
と
自
然
の
関
係
に
つ
い
て
（
日
本
中
世
禅
林
の
場
合
）

（
Ⅰ
）
杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩

中
期
禅
僧
が
愛
し
た
杜
甫
の
作
品
に
「
望
嶽
」
詩
が
あ
る
。
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩

集
』
（
以
下
『
批
点
本
』
と
略
称
）
の
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

岱
宗
夫
如
何
、
斉
魯
青
未
了
。
造
化
鍾
神
秀
、
陰
陽
割
昏
暁
。

盪
胸
生
層
雲
、
決
眦
入
帰
鳥
。
会
当
凌
絶
頂
、
一
覧
衆
山
小
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
六
十
四
巻
　
三
六
二
（
一
）
〜
三
五
二
（
一
一
）　
二
〇
一
七
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岱
宗

夫
れ
如
何
、
斉
魯

青
未
だ
了
き
ず
。
造
化

神
秀
を
鍾
め
、
陰
陽
に
昏
暁
を
割
か

そ

い

か

ん

つ

つ
。
胸
を
盪
か
し
て
層
雲
を
生
じ
、

眦

を
決
し
て
帰
鳥
に
入
る
。

会

ず
当
に
絶
頂
を

う
ご

ま
な
じ
り

か
な
ら

凌
ぎ
、
一
た
び
衆
山
の
小
な
る
を
覧
る
べ
し
。

こ
の
詩
に
お
い
て
杜
甫
は
、
「
泰
山
と
は
ど
の
よ
う
な
山
か
。
そ
の
青
さ
は
斉
と
魯
に
果
て

し
な
く
広
が
る
。
造
物
主
は
こ
こ
に
霊
妙
の
気
を
集
め
、
山
の
南
と
北
は
昼
の
光
明
と
夜
の

暗
闇
と
に
分
か
れ
る
。
湧
き
起
こ
る
雲
を
見
れ
ば
胸
が
と
ど
ろ
き
、
目
を
見
開
け
ば
鳥
が
ね

ぐ
ら
に
帰
っ
て
い
く
。
い
つ
か
必
ず
絶
頂
を
極
め
て
、
小
さ
く
見
え
る
山
々
を
一
望
に
収
め

よ
う
」
と
、
泰
山
の
雄
大
さ
を
言
う
。

義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）
は
、
「
賦
岱
山
高
送
岱
上
人
序
」
（
『
空
華
集
』
巻

六
）
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

予
少
時
嘗
讀
老
杜
詩
集
、
中
有
望
東
岳
詩
。
最
愛
其
首
章
、
曰
、
岱
宗
夫
如
何
、
斉
魯

青
未
了
句
。
高
寒
萬
仞
、
屹
乎
在
吾
几
案
間
矣
。

予
少
き
時
、
嘗
て
老
杜
の
詩
集
を
讀
む
に
、
中
に
「
東
岳
を
望
む
」
詩
有
り
。
最
も
其
の

首
章
の
、
「
岱
宗

夫
れ
如
何
、
斉
魯

青
未
だ
了
き
ず
」
と
曰
ふ
句
を
愛
す
。
高
寒
萬
仞
、

つ

屹
と
し
て
吾
が
几
案
の
間
に
在
り
。

義
堂
は
、
杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩
の
首
聯
を
最
も
愛
し
て
い
た
と
い
う
。
「
岱
宗

夫
れ
如
何
、

そ

い

か

ん

斉
魯

青
未
だ
了
き
ず
」
句
に
は
泰
山
の
さ
ま
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
高
大
雄
壮
な
泰
山

つ

を
自
身
の
机
案
の
間
に
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
る
。
こ
の
首
聯
に
対
し
て
は

『
批
点
本
』
の
評
者
・
劉
辰
翁
も
「
望
岳
而
言
、
即
齊
魯
青
未
了
五
字
雄
蓋
一
世
。
青
未
了
、

語
好
。
夫
字
、
誰
何
跌
蕩
。
非
湊
句
也
。
齊
魯
跋
渉
廣
」
（
岳
を
望
み
て
言
ふ
。
即
ち
「
斉

魯

青
未
だ
了
き
ず
」
の
五
字
の
雄
は
一
世
を
蓋
ふ
。
「
青
未
だ
了
き
ず
」
の
語
好
し
。
夫

つ

つ

字
、
誰
か
何
ぞ
跌
蕩
せ
ん
。
湊
句
に
非
ざ
る
な
り
。
齊
魯
跋
渉
す
る
こ
と
廣
し
）
と
評
し
て

お
り
、
絶
賛
し
て
い
る
。
義
堂
は
こ
の
批
語
に
も
影
響
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

義
堂
は
「
次
韻
賦
富
士
山
寄
祖
東
傳
答
荷
葉
覆
之
句
」
（
『
空
華
集
』
巻
八
）
で
「
岱
宗

謾
説
雄
齊
魯
、
培
塿
饒
他
屹
草
莱
」
（
岱
宗

謾
り
に
説
く

齊
魯
に
雄
た
る
を
、
培
塿

他

み
だ

ほ
う
ろ
う

の
草
莱
に
屹
た
る
に
饒
す
）
と
詠
み
、
富
士
山
を
泰
山
に
な
ぞ
ら
え
、
自
身
の
最
も
愛
す
る

詩
句
「
岱
宗

夫
れ
如
何
、
斉
魯

青
未
だ
了
き
ず
」
を
引
用
し
て
い
る
。

そ

い

か

ん

つ

ま
た
「
秀
雲
序
」
（
『
空
華
集
』
巻
十
四
）
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

天
鑑
師
、
命
其
徒
尤
彦
秀
者
、
曰
存
嶽
。
其
友
以
秀
雲
字
之
。
寄
紙
謁
序
空
華
子
。
傳

曰
、
出
膚
寸
、
不
崇
朝
而
雨
乎
天
下
者
、
惟
泰
山
之
雲
也
。
然
泰
山
固
群
嶽
之
秀
、
而

出
雲
氣
、
潤
乎
山
川
草
木
者
。
故
杜
少
陵
望
嶽
詩
、
有
曰
、
鍾
神
秀
生
層
雲
之
句
。
字

嶽
曰
秀
雲
。
義
蓋
取
於
此
者
歟
。

天
鑑
師
、
其
の
徒
の
尤
も
彦
秀
な
る
者
に
命
じ
て
、
存
嶽
と
曰
ふ
。
其
の
友

秀
雲
を
以

て
之
に
字
す
。
紙
を
寄
せ
て
序
を
空
華
子
に
謁
す
。
傳
に
曰
は
く
、
膚
寸
に
出
で
て
、
朝

を
崇
め
ず
し
て
天
下
に
雨
ふ
る
者
は
、
惟
だ
泰
山
の
雲
な
り
。
然
し
て
泰
山
は
固
に
群
嶽

の
秀
に
し
て
、
雲
氣
を
出
だ
し
、
山
川
草
木
を
潤
す
者
な
り
。
故
に
杜
少
陵
の
望
嶽
詩
に
、

神
秀
を
鍾
め
て
層
雲
を
生
ず
と
曰
ふ
の
句
有
り
。
嶽
に
字
し
て
秀
雲
と
曰
ふ
。
義
は
蓋
し

此
に
取
る
者
か
。

天
鑑
存
圓
は
最
も
優
れ
た
徒
弟
に
存
嶽
と
命
名
し
、
そ
の
友
が
存
嶽
の
字
号
を
秀
雲
と
し
た
。

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
間
に
出
て
き
て
朝
に
な
ら
な
い
内
に
天
下
に
雨
を
降
ら
す
の
が
泰
山
の
雲

で
あ
る
と
『
春
秋
公
羊
伝
』
に
は
載
っ
て
い
る
。
泰
山
は
多
く
の
山
よ
り
も
優
れ
て
お
り
、

雲
の
気
を
出
し
て
山
川
草
木
を
潤
す
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
杜
甫
が
「
望
嶽
」
詩
で
「
神
秀

を
鍾
む
」
「
層
雲
を
生
ず
」
と
詠
む
の
で
あ
っ
て
、
「
秀
雲
」
の
字
義
は
ま
さ
し
く
こ
こ
か

ら
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
字
号
に
は
禅
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、「
望

嶽
」
詩
の
頷
聯
を
そ
れ
と
認
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
義
堂
は
「
華
山
字
序
」
（
『
空
華
集
』
巻
十
二
）
で
「
故
唐
宋
賢
士
大
夫
、
率
有
望

華
山
之
詠
。
其
望
焉
而
希
達
者
、
杜
陵
也
。
故
曰
、
安
得
仙
人
九
節
杖
、
拄
到
玉
女
洗
頭
盆
」

（
故
に
唐
宋
の
賢
士
大
夫
、
率
ね
華
山
を
望
む
の
詠
有
り
。
其
れ
焉
に
望
み
て
達
せ
ん
こ
と

を
希
ふ
者
は
、
杜
陵
な
り
。
故
に
曰
く
、
「
安
ん
ぞ
仙
人
の
九
節
杖
を
得
て
、
拄
へ
ら
れ
て

さ
さ

玉
女
の
洗
頭
盆
に
到
ら
ん
」
と
）
と
、
唐
宋
の
優
れ
た
文
人
は
お
お
む
ね
華
山
を
詠
ん
で
お

太
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り
、
そ
の
て
っ
ぺ
ん
に
た
ど
り
着
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
が
杜
甫
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、

杜
甫
は
前
掲
と
は
異
な
る
同
題
の
「
望
嶽
」
詩
で
、
「
仙
人
の
九
節
あ
る
杖
を
得
て
、
そ
れ

に
さ
さ
え
ら
れ
て
玉
女
の
洗
頭
盆
ま
で
た
ど
り
着
き
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

泰
山
も
華
山
も
ど
ち
ら
も
五
岳
に
属
す
る
。
義
堂
が
中
国
を
代
表
す
る
山
に
あ
こ
が
れ
を
抱

い
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
杜
甫
を
惹
き
つ
け
る
霊
妙
な
力
を
感
じ
取
っ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

古
剣
妙
快
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
震
嶽
」
（
『
了
幻
集
』
）
の
道
号
頌
で
「
岱
宗
蒼
翠
鎖
天

門
、
霹
靂
一
聲
山
欲
昏
」
（
岱
宗
の
蒼
翠

天
門
を
鎖
し
、
霹
靂
た
る
一
聲

山
昏
く
な
ら
ん

と
ざ

へ
き
れ
き

と
欲
す
）
と
、
杜
詩
句
を
意
識
し
て
泰
山
の
高
大
な
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
。

心
華
元
棣
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
関
東
諸
公
送
明
遠
上
人
帰
京
詩
軸
序
」
（
『
業
鏡
台
』
）

で
次
の
よ
う
に
言
う
。

余
曰
、
山
嶽
之
高
大
、
必
鍾
神
秀
之
気
而
不
已
。
則
降
於
人
、
人
稟
其
気
、
發
於
文
雅
。

（
省
略
）
新
建
仁
義
堂
大
禅
師
、
昨
者
行
化
東
方
、
提
唱
祖
道
之
日
。

余
曰
は
く
、
山
嶽
の
高
大
な
る
、
必
ず
神
秀
の
気
を
鍾
め
て
已
ま
ず
。
則
ち
人
に
降
り
て
、

あ
つ

人
其
の
気
を
稟
け
、
文
雅
に
發
す
。
（
省
略
）
新
た
に
建
仁
の
義
堂
大
禅
師
、
昨
は
東
方

を
行
化
し
、
祖
道
の
日
を
提
唱
す
。

心
華
元
棣
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
望
岳
」
詩
の
第
三
句
に
「
造
化
鍾
神
秀
」
（
造
化

神
秀

を
鍾
む
）
と
あ
る
の
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
高
大
な
山
で
は
神
秀
の
気
を
集
め
、
そ
れ

が
人
に
降
り
、
人
は
そ
れ
を
受
け
て
文
章
を
発
す
る
と
い
う
。
高
大
な
山
と
文
筆
の
関
係
を

指
摘
し
て
い
る
。

江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四
六
）
は
「
預
修
從
五
位
左
京
兆
居
士
秉
炬
」
（
『
江
西

和
尚
法
語
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

共
惟
、
名
、
一
代
猛
將
、
千
古
王
孫
。
造
化
鍾
其
神
秀
、
泰
斗
讓
其
高
尊
。
據
藩
鎭
以

演
武
事
、
則
威
震
雷
電
。
坐
廟
堂
以
論
政
要
、
則
信
及
羔
豚
。

共
惟
、
名
、
一
代
の
猛
將
に
し
て
、
千
古
の
王
孫
な
り
。
造
化
は
其
の
神
秀
を
鍾
め
、
泰

斗
は
其
の
高
尊
を
讓
す
。
藩
鎭
に
據
り
て
以
て
武
事
を
演
ず
れ
ば
、
則
ち
威
は
雷
電
を
震

ふ
。
廟
堂
に
坐
し
て
以
て
政
要
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
信
は
羔
豚
に
及
ぶ
。

故
人
の
某
居
士
を
称
揚
す
る
に
際
し
、
猛
将
で
代
々
続
く
貴
族
の
子
弟
で
あ
り
、
造
物
主
は

神
秀
の
気
を
そ
の
人
に
集
め
、
泰
山
北
斗
は
高
貴
尊
厳
な
る
気
を
生
み
出
し
た
。
王
を
守
る

職
務
で
あ
る
た
め
、
武
芸
の
役
割
を
務
め
れ
ば
、
そ
の
威
信
は
雷
を
震
わ
す
程
で
あ
り
、
廟

堂
に
坐
っ
て
政
治
を
論
じ
れ
ば
、
そ
の
信
頼
は
家
畜
ま
で
に
及
ぶ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
山

で
は
な
く
人
に
対
し
て
、
造
物
主
が
霊
妙
な
気
を
集
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
神
秀
は
山
か
ら

人
に
降
り
て
い
く
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

無
滴
世
澤
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
富
士
山
図
頌
軸
詩
」
（
『
富
士
図
頌
』
）
で
次
の
よ
う
に

詠
ん
で
い
る
。

大
哉
造
化
鍾
神
秀
、
壓
倒
衆
山
千
萬
重
。

大
な
る
か
な

造
化

神
秀
を
鍾
め
、
衆
山
を
壓
倒
し
て
千
萬
重
た
り
。

こ
こ
に
お
い
て
も
杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩
の
句
「
造
化
鐘
神
秀
」
（
造
化

神
秀
を
鍾
め
）
を

典
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
杜
詩
句
を
富
士
山
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
、
余
程
に
愛
好
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
二
～
一
四
七
三
）
は
「
慶
仲
和
尚
住
天
龍
同
門
」
（
『
瑞
渓
疏
』
）
で

次
の
よ
う
に
製
し
て
い
る
。

波
瀾
獨
老
成
、
北
闕
上
書
未
忘
。
造
化
鍾
神
秀
、
西
山
爽
気
復
新
。
為
紀
為
綱
、
宜
兄

宜
弟
。

波
瀾

獨
り
老
成
し
、
北
闕
の
上
書

未
だ
忘
れ
ず
。
造
化

神
秀
を
鍾
め
、
西
山
の
爽
気

復
た
新
な
り
。
紀
為
り
綱
為
り
、
宜
兄
宜
弟
な
り
。

慶
仲
和
尚
が
天
竜
寺
に
住
す
る
に
際
し
、
杜
甫
の
「
敬
贈
鄭
諫
議
十
韻
」
詩
の
句
「
波
瀾
獨

老
成
」
（
波
瀾

獨
り
老
成
す
）
を
用
い
て
そ
の
書
を
称
え
、
「
望
嶽
」
詩
の
句
「
造
化
鐘
神

秀
」
（
造
化

神
秀
を
鍾
む
）
を
用
い
て
西
山
（
天
竜
寺
）
の
気
が
新
た
に
な
る
こ
と
を
祝

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
禅
僧
は
、
優
れ
た
地
（
組
織
）
に
お
い
て
造
物
主
が
神
秀
の
気
を

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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集
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

信
仲
以
篤
（
？
～
一
四
五
一
）
も
「
華
宗
住
巨
福
京
城
」
（
『
晦
夫
集
』
）
で
「
東
望
巨
嶽
、

送
岱
宗
未
了
之
青
。
顧
名
区
由
人
而
重
」
（
東
に
巨
嶽
を
望
め
ば
、
岱
宗

未
だ
了
き
ざ
る

の
青
を
送
る
。
名
区
を
顧
み
れ
ば
人
に
由
り
て
重
ん
ぜ
ら
る
）
と
述
べ
て
お
り
、
建
長
寺
（
巨

福
山
）
に
住
す
る
華
宗
に
、
建
長
寺
の
偉
大
さ
を
示
す
際
に
「
望
嶽
」
詩
の
句
を
用
い
て
い

る
。
禅
宗
で
は
各
寺
に
山
号
を
有
す
る
た
め
、
寺
を
称
す
る
際
に
、
高
大
な
山
を
表
す
「
望

嶽
」
詩
の
句
こ
そ
最
適
の
文
句
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

禅
僧
が
杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩
を
愛
玩
し
た
理
由
は
、
山
が
高
大
で
あ
る
様
相
を
表
現
し
て

い
る
た
め
の
他
、
山
に
含
ま
れ
る
「
神
秀
の
気
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
神
秀
の
気
は
時
と
し
て
優
れ
た
人
物
、
時
と
し
て
立
派
な
社
会
・
組
織
に
備
わ
り
、

周
り
を
感
化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
人
物
に
神
秀
が
備
わ
っ
た
場
合
、
そ
の
気

が
文
筆
活
動
に
影
響
す
る
と
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
杜
甫
と
自
然
に
つ
い
て

禅
僧
は
杜
甫
と
自
然
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
杜
甫
と
自
然
の

関
係
に
つ
い
て
、
江
西
龍
派
は
「
杜
甫
画
像
」
（
『
続
翠
詩
稿
』
）
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い

る
。

秦
蜀
江
山
詩
幾
篇
、
暮
年
餓
路
付
皇
天
。

秦
蜀

江
山

詩
幾
篇
、
暮
年

餓
路

皇
天
に
付
く
。

こ
こ
で
は
先
ず
、
杜
甫
が
官
を
捨
て
て
、
秦
州
・
蜀
の
地
に
お
い
て
自
然
を
詠
じ
た
詩
を
数

多
く
製
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
杜
甫
が
晩
年
困
窮
し
、
流
浪
し
た
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
。
江
西
は
、
杜
甫
が
困
窮
し
た
点
に
着
目
す
る
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
自
然
に
触

発
さ
れ
て
詩
を
製
し
た
こ
と
に
も
着
目
し
て
い
る
。

太
白
真
玄
（
？
～
一
四
一
五
）
の
「
贈
柳
南
江
適
越
序
」
（
『
峨
眉
鴉
臭
集
』
）
文
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

馬
□
才
曰
、
欲
学
子
長
之
為
文
、
先
学
其
遊
矣
。
今
吾
所
以
為
法
焉
曰
、
欲
学
少
陵
之

（
子
カ
）

為
詩
、
亦
宜
先
学
遊
矣
。
子
長
少
陵
、
皆
越
其
遊
、
而
長
辺
者
也
。
上
会
稽
探
禹
穴
、

而
麟
止
之
筆
、
於
是
乎
波
瀾
焉
。
游
鑑
湖
拂
天
姥
、
而
浣
花
之
思
、
於
是
乎
此
興
焉
。

蓋
天
地
之
賜
、
江
山
之
助
、
而
人
稟
焉
、
而
感
動
於
自
然
、
發
以
為
文
為
詩
矣
。

馬
子
才
曰
く
、
「
子
長
の
文
を
為
る
を
學
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
先
づ
其
の
遊
を
學
べ
」
と
。

今

吾

所
以
に
焉
を
法
と
爲
し
て
曰
く
、
「
少
陵
の
詩
を
為
る
を
學
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
亦

た
宜
し
く
先
づ
遊
を
学
ぶ
べ
し
」
と
。
子
長
・
少
陵
、
皆
越
に
其
れ
遊
び
、
辺
に
長
き
者

な
り
。
会
稽
に
上
り
禹
穴
を
探
り
、
而
し
て
麟
止
の
筆
、
是
に
於
い
て
か
波
瀾
あ
り
。
鑑

は

ら

ん

湖
に
游
び
天
姥
を
払
ひ
、
而
し
て
浣
花
の
思
ひ
、
是
に
於
い
て
か
此
の
興
あ
り
。
蓋
し
天

地
の
賜
、
江
山
の
助
に
し
て
、
而
し
て
人
は
焉
を
稟
け
て
、
自
然
に
感
動
し
、
發
し
て
以

う

て
文
と
為
り
詩
と
為
る
な
り
。

太
白
は
、
馬
子
才
が
「
子
長
遊
贈
蓋
邦
式
序
」
（
『
古
今
事
文
類
聚
』
別
集
巻
二
五
）
に
お

い
て
、
司
馬
遷
（
字
は
子
長
）
の
文
章
を
学
ぶ
の
で
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
そ
の
遊
歴
を
学
ぶ

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
杜
甫
の
詩
を
作

る
の
を
学
ぼ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の
遊
歴
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
推
奨
す
る
。
司
馬
遷
も

杜
甫
も
越
地
方
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
二
人
と
も
各
地
を
巡
り
巡
っ
た
結
果
、
優
れ
た
詩

文
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
天
地
・
江
山
の
助
け
を
も

ら
い
、
自
然
に
感
動
し
て
詩
文
が
発
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
し

て
柳
南
江
が
越
州
に
赴
く
に
あ
た
り
、
自
然
を
十
分
に
堪
能
し
、
同
じ
く
越
地
方
に
遊
ん
だ

司
馬
遷
・
杜
甫
に
も
比
さ
れ
る
優
れ
た
詩
文
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
杜
甫
が
多
く
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
然
よ
り
恵
み
が
降
り
、

そ
の
恵
み
が
心
に
反
応
し
て
優
れ
た
作
品
が
創
出
さ
れ
た
と
解
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

中
期
禅
僧
は
、
杜
甫
自
身
が
長
い
流
浪
の
中
で
多
く
の
自
然
に
触
れ
、
そ
の
影
響
（
「
江

山
の
助
け
」
）
に
よ
っ
て
優
れ
た
詩
文
を
製
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
自
然

の
持
つ
力
が
人
物
及
び
そ
の
文
筆
に
影
響
す
る
と
考
え
て
い
る
。
「
望
嶽
」
詩
が
愛
玩
さ
れ

太

田

亨
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た
理
由
も
、
そ
の
自
然
の
力
を
杜
甫
が
巧
み
に
詠
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ

う
。

二
、
人
（
作
者
）
と
自
然
の
関
係
（
日
本
禅
林
の
場
合
）

日
本
中
世
禅
林
に
お
い
て
、
自
然
の
も
た
ら
す
影
響
（
「
江
山
の
助
け
」
）
と
人
物
及
び

文
筆
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
章
澄
彧
（
一
三
七
九
～
？
）
は
「
題
友
人
詩
巻
後
」
（
『
栖
碧
摘
藁
』
）
で
「
愧
我
江
山

無
一
助
、
同
囱
吟
苦
十
餘
年
。
」
（
愧
づ
ら
く
は
我
に
江
山
一
助
無
く
、
同
囱
に
し
て
吟
苦

す
る
こ
と
十
餘
年
。
）
と
、
自
分
に
江
山
の
助
け
が
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
。
翺
之

慧
鳳
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
題
江
山
小
景
」
（
『
竹
居
清
事
』
）
で
「
江
山
之
美
、
已
形
於
諸

題
焉
」
（
江
山
の
美
、
已
に
諸
題
に

形

る
る
な
り
）
と
、
江
山
の
美
し
さ
が
詩
に
表
れ
て

あ
ら
は

い
る
と
述
べ
て
い
る
。
瑞
渓
周
鳳
は
「
畫
軸
二
首
次
江
西
韻
」
（
『
臥
雲
稿
』
）
で
、
「
続
翠

老
人
詩
思
濃
、
江
山
為
助
両
三
重
」
（
続
翠
老
人

詩
思

濃
や
か
に
し
て
、
江
山

助
を
為

ず

両
三
重
）
と
、
江
西
龍
派
の
詩
思
が
細
や
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
江
山
の
助
け
が
二
重

三
重
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
自
然
と
文
筆
の
関
係
を
認
め
て
い
る
。

自
然
と
文
筆
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
る
。
義
堂
周
信
は
「
懷
仙
巖
詩
卷
序
」（
『
空

華
集
』
巻
十
一
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

余
嘗
客
其
陰
曰
小
玉
村
者
、
凡
三
載
、
以
愛
其
山
。
囑
于
朝
、
睡
于
夕
、
而
翫
之
。
遂

與
津
絶
海
臨
大
照
諸
友
、
爲
詩
而
歌
之
矣
。
或
者
曰
、
凡
山
川
之
秀
、
必
有
瑰
偉
傑
特

之
士
、
出
其
間
。
今
竺
山
既
秀
且
麗
矣
。
則
當
有
瑰
特
者
出
焉
。

余
嘗
て
其
の
陰
を
小
玉
村
と
曰
ふ
者
に
客
た
る
こ
と
、
凡
そ
三
載
、
以
て
其
の
山
を
愛
す
。

き
た

朝
に
囑
し
、
夕
に
睡
る
ま
で
、
之
を
翫
ぶ
。
遂
に
津
絶
海
・
臨
大
照
の
諸
友
と
、
詩
を
爲

り
て
之
を
歌
ふ
。
或
者
曰
は
く
、
凡
そ
山
川
の
秀
あ
れ
ば
、
必
ず
瑰
偉
傑
特
の
士
の
、
其

の
間
に
出
づ
る
こ
と
有
り
。
今
竺
山
は
既
に
秀
に
し
て
且
つ
麗
し
。
則
ち
當
に
瑰
特
な
る

者
の
出
づ
る
こ
と
有
る
べ
し
、
と
。

義
堂
は
小
玉
村
に
旅
人
と
し
て
三
年
間
滞
在
し
、
そ
こ
の
竺
山
と
い
う
山
を
非
常
に
愛
し
た

と
い
う
。
絶
海
や
大
照
と
詩
を
作
っ
て
詠
う
中
、
あ
る
者
が
言
う
に
は
、
山
川
が
秀
逸
で
あ

れ
ば
、
そ
の
間
に
優
れ
て
立
派
な
傑
物
が
輩
出
さ
れ
る
。
今
こ
の
竺
山
が
既
に
秀
麗
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
優
れ
て
立
派
な
人
物
が
現
れ
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
。
自
然
の
秀
気
が
人

間
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
立
派
な
人
物
が
輩
出
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

義
堂
周
信
は
「
送
珊
玉
岑
往
中
州
詩
叙
」
（
『
空
華
集
』
巻
十
四
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

客
問
、
学
道
之
士
、
好
遊
山
水
、
或
云
有
損
、
或
云
有
益
、
未
知
二
者
孰
是
。
曰
、
皆

是
也
。
客
請
益
、
則
告
之
曰
、
士
之
志
於
道
也
、
擺
俗
累
脱
塵
鞅
、
遊
神
於
物
外
山
水

間
、
其
心
與
境
合
。
而
観
山
之
高
、
則
益
峻
吾
節
操
、
臨
水
之
深
、
則
益
浚
吾
淵
源
。

是
以
精
神
資
之
増
爽
、
視
聴
資
之
倍
明
。
如
此
遊
且
覧
、
以
造
吾
道
之
奥
者
、
山
水
乃

吾
益
者
之
砥
礪
也
。

客
問
ふ
、
「
学
道
の
士
は
、
山
水
に
遊
ぶ
を
好
み
、
或
い
は
損
有
り
と
云
ひ
、
或
い
は
益

有
り
と
云
ひ
、
未
だ
二
者
の
孰
れ
か
是
な
る
を
知
ら
ず
。
」
と
。
曰
く
、
皆
な
是
な
り
、

と
。
客
益
さ
ん
こ
と
を
請
へ
ば
、
則
ち
之
に
告
げ
て
曰
く
、
士
の
道
を
志
す
や
、
俗
累
を
擺

え
き

ふ
る

ひ
塵
鞅
を
脱
し
、
神
を
物
外
山
水
の
間
に
遊
ば
せ
、
其
の
心

境
と
合
す
。
而
し
て
山
の

高
き
を
観
れ
ば
、
則
ち
益
々
吾
が
節
操

峻
し
く
し
、
水
の
深
き
を
臨
め
ば
、
則
ち
益
々

吾
が
淵
源
を
浚
く
す
。
是
を
以
て
精
神

之
を
資
け
て
爽
を
増
し
、
視
聴

之
を
資
け
て
明

ふ
か

を
倍
す
。
此
の
如
く
遊
び
且
つ
覧
れ
ば
、
以
て
吾
が
道
の
奥
に
造
る
者
な
れ
ば
、
山
水
は

乃
ち
吾
が
益
な
る
者
の
砥
礪
な
り
、
と
。

し

れ

い

学
道
の
士
が
山
水
に
遊
ぶ
こ
と
の
損
益
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
山
水
間
に
精
神
を
遊
ば
せ
、
心

と
そ
の
境
を
合
致
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
高
い
山
を
見
れ
ば
節
操
が

固
く
な
り
、
深
い
水
を
見
れ
ば
心
の
淵
源
が
深
ま
り
、
よ
っ
て
精
神
は
よ
り
爽
快
に
な
り
、

視
聴
覚
は
よ
り
明
快
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
学
道
の
士
で
あ
る
禅
僧
も
自
分
の
心
を
清
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浄
化
す
る
た
め
に
山
水
に
遊
ぶ
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
物
も
自

然
に
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

自
然
（
江
山
）
と
文
章
と
人
間
に
つ
い
て
の
言
及
は
屡
々
見
ら
れ
る
。
惟
肖
得
巌
（
一
三

六
〇
～
一
四
三
七
）
は
「
翠
屏
圍
處
記
」
（
『
東
海
瓊
華
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

余
也
、
嘗
訪
無
漏
。
無
漏
携
余
手
、
而
四
望
躊
躇
、
而
謂
云
、
我
不
遇
于
世
、
退
處
乎

是
、
吟
于
朝
詠
于
暮
、
山
之
淸
爽
、
肝
濡
肺
擩
、
作
文
文
高
、
言
詩
詩
妙
、
殆
天
所
授

矣
。
豈
非
我
大
幸
也
哉
。

余
や
、
嘗
て
無
漏
を
訪
ぬ
。
無
漏
余
が
手
を
携
へ
、
四
望
躊
躇
し
、
謂
ひ
て
云
ふ
、
我
世

に
遇
は
ず
、
是
に
退
處
し
、
朝
に
吟
じ
暮
に
詠
ず
。
山
の
淸
爽
、
肝
を
濡
ら
し
肺
を
擩
め
、

そ

文
を
作
せ
ば
文
高
く
、
詩
を
言
へ
ば
詩
妙
な
れ
ば
、
殆
ど
天
の
授
く
る
所
な
り
。
豈
に
我

の
大
幸
に
非
ざ
ら
ん
や
。

惟
肖
は
大
有
有
諸
（
無
漏
）
の
い
る
清
水
の
山
（
音
羽
山
）
を
訪
ね
て
い
る
。
大
有
は
音
羽

山
の
清
爽
が
自
ら
の
肺
肝
に
染
み
渡
り
、
優
れ
た
詩
文
が
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、
天
よ
り
授

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

東
沼
周

（
一
三
九
一
～
一
四
六
二
）
は
「
送
和
甫
東
行
序
」
（
『
流
水
集
』
）
で
次
の
よ

う
に
言
う
。

而
吾
嘗
怪
其
土
之
生
人
、
禀
是
氣
而
能
文
章
者
、
希
且
少
矣
。
…
（
略
）
…
陶
情
寫
景
、

咸
得
其
妙
。
由
是
言
之
、
湖
水
秀
濶
之
氣
之
所
鍾
、
殆
於
公
之
文
而
待
於
公
之
身
歟
。

而
し
て
吾
嘗
て
其
土
の
人
を
生
じ
、
是
の
氣
を
禀
け
て
文
章
を
能
く
す
る
者
、
希
に
し
て

且
つ
少
な
き
を
怪
し
む
。
…
（
略
）
…
陶
情
景
を
寫
せ
ば
、
咸
く
其
の
妙
を
得
。
是
に
由

り
て
之
を
言
へ
ば
、
湖
水
秀
濶
の
氣
の
鍾
む
る
所
、
殆
ど
公
の
文
に
於
て
公
の
身
を
待
た

ん
か
。

東
沼
は
、
そ
の
土
地
で
人
が
生
ま
れ
て
も
、
そ
の
地
の
気
を
受
け
て
優
れ
た
文
章
を
書
く
者

が
稀
少
で
あ
る
こ
と
を
怪
し
む
も
、
和
甫
齊
忍
が
和
ら
い
だ
情
で
景
色
を
描
写
し
、
こ
と
ご

と
く
そ
の
妙
を
得
て
い
る
の
を
見
る
と
、
広
い
湖
水
の
気
の
集
ま
っ
た
も
の
が
、
殆
ど
そ
の

文
章
に
お
い
て
、
和
甫
の
身
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
か
、
と
い
う
。

一
曇
聖
瑞
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
友
人
唱
和
詩
后
序
」
（
『
幽
貞
集
』
）
で
次
の
よ
う
に
言

う
。

以
其
所
往
來
詩
簡
授
於
余
。
余
受
而
讀
之
、
咸
其
先
道
徳
而
后
才
藝
、
至
哉
言
也
。
夫

文
也
者
道
之
所
存
也
。
道
貫
三
才
而
常
存
焉
。
故
日
月
五
星
粲
文
諸
天
焉
、
山
川
草
木

蔚
文
諸
地
焉
。
而
唯
存
諸
人
者
、
是
爲
盛
矣
。

其
の
往
來
す
る
所
の
詩
簡
を
以
て
余
に
授
く
。
余
受
け
て
之
を
讀
め
ば
、
咸
く
其
れ
道
徳

を
先
に
し
才
藝
を
后
に
す
れ
ば
、
至
な
る
か
な
言
な
り
。
夫
れ
文
な
る
は
道
の
存
す
る
所

な
り
。
道
は
三
才
を
貫
き
て
常
に
存
す
。
故
に
日
月
五
星
は
文
を
諸
天
に
粲
ら
か
に
し
、

山
川
草
木
は
文
を
諸
地
に
蔚
ぶ
。
而
し
て
唯
だ
諸
人
に
存
す
る
は
、
是
れ

盛

と
為
す
の

な
ら

き
は
み

み
。

友
人
某
の
詩
文
を
見
て
、
そ
の
文
章
が
道
徳
を
優
先
し
て
才
知
と
技
芸
を
二
の
次
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
真
に
立
派
な
文
章
だ
と
称
す
る
。
そ
も
そ
も
文
に
は
道
が
存
在
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
道
は
天
地
人
を
貫
い
て
常
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
日
月
五
星
は

そ
の
文
模
様
を
天
に
明
ら
か
に
し
、
山
川
草
木
は
そ
の
文
模
様
を
地
に
並
べ
る
。
そ
う
し
て

あ
や

道
が
多
く
の
人
に
存
在
す
る
こ
と
が
最
も
極
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
、
と
道
が
文
と
し
て

表
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
天
地
人
に
そ
れ
ぞ
れ
道
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

太
白
真
玄
は
「
悼
英
玉
淵
詩
叙
」
（
『
峨
眉
鴉
臭
集
』
）
で
「
示
清
浄
身
於
山
色
、
演
廣
長

舌
於
渓
声
」
（
清
浄
身
を
山
色
に
示
し
、
廣
長
舌
を
渓
声
に
演
ぶ
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
蘇
軾
の
「
贈
東
林
總
長
老
」
詩
の
「
溪
聲
便
是
廣
長
舌
、
山
色
豈
非
清
淨
身
」
（
溪
聲

便
ち
是
れ
廣
長
舌
、
山
色

豈
に
清
淨
身
に
非
ず
や
）
を
踏
ま
え
て
お
り
、
仏
の
清
浄
な
身

を
山
の
景
色
に
示
せ
ば
、
仏
の
説
法
を
渓
の
音
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
禅
僧
は
高
山
を
見
て
仏
の
清
浄
な
心
を
得
、
渓
の
音
を
聞
き
、
仏
の
教
え
を
得
て
境
を
一

致
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
工
み
な
詩
を
製
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

太

田

亨
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工
み
な
詩
と
は
ど
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
杜
甫
の
「
秋

日
寄
題
鄭
監
湖
上
亭
三
首
其
三
」
詩
の
句
「
賦
詩
分
氣
象
、
佳
句
莫
頻
頻
」
（
賦
詩

氣
象

を
分
た
ば
、
佳
句

頻
頻
た
ら
ざ
る
莫
か
ら
ん
や
）
に
対
す
る
江
西
龍
派
の
次
の
よ
う
な
指

摘
（
『
続
翠
抄
』
巻
十
五
）
で
あ
る
。

孟
郊
ハ
詩
人
、
極
詠
造
化
、
故
窮
ス
ル
様
ニ
心
得
タ
。
悪
也
。
唯
此
ハ
美
鄭
詩
而
言
耳
。

造
化
ノ
重
ヲ
、
草
木
香
ヤ
臭
ヤ
色
ヤ
ヲ
邰
治
シ
出
ス
様
、
詩
人
之
嘲
霊
。
万
物
謂
之
分

謂
之
于
者
、
分
天
之
気
象
於
筆
端
也
。
削
二

造
物

底
一

ト
云
モ
是
也
。
文
章
与
造
物
之

ソ
コ
ヲ

所
施
者
、
寸
分
モ
不

違

者
也
。
此
ハ
唯
面
白
詩
ヲ
作
ト
聞
ク
、
吾
処
ヘ
ヲ
コ
セ
也
。

チ
カ
ハ

孟
郊
は
詩
人
に
し
て
、
極
め
て
造
化
を
詠
め
ば
、
故
に
窮
す
る
様
に
心
得
た
。
悪
し
き
な

り
。
唯
だ
此
は
鄭
の
詩
を
美
め
て
言
ふ
の
み
。
造
化
の
重
き
を
、
草
木
の
香
や
臭
や
色
や

を
邰
治
し
出
す
様
に
、
詩
人
の
霊
を
嘲
る
。
万
物
の
之
を
分
と
謂
ひ
之
を
于
と
謂
ふ
は
、

天
の
気
象
を
筆
端
に
分
く
る
な
り
。
造
物
の

底

削
る
と
云
も
是
な
り
。
文
章
と
造
物
の

ソ
コ
ヲ

施
す
所
と
は
、
寸
分
も

違

ざ
る
者
な
り
。
此
は
唯
だ
面
白
き
詩
を
作
る
と
聞
く
、
吾
処

チ
カ
ハ

へ
を
こ
せ
な
り
。

こ
こ
で
も
天
の
気
象
が
詩
人
の
筆
端
に
降
る
の
で
あ
り
、
書
き
だ
さ
れ
る
文
章
と
造
物
主
の

施
す
も
の
と
は
相
違
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
造
物
主
の
意
を
得
た
詩
こ
そ
素
晴

ら
し
い
の
で
あ
る
。

中
期
禅
林
で
は
自
然
の
影
響
（
江
山
の
助
け
）
を
受
け
、
立
派
な
文
章
を
創
出
で
き
る
と

す
る
考
え
が
定
着
し
て
い
た
様
相
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
単
に
自
然
（
江
山
）
に
接
し
て
詩

が
工
み
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
自
然
（
江
山
）
に
接
し
た
人
物
が
道
徳
を
有
す
、
も

し
く
は
そ
の
心
が
清
浄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
書
か
れ
る
文
章
は
造
物
主
の
意
を
兼
ね

備
え
て
い
る
こ
と
が
最
上
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩
に
つ
い
て
も
、
中
期
禅
僧
は
、
雄
大
な
泰
山
に
集
ま
る
「
神
秀
の
気
」

が
杜
甫
に
降
り
、
杜
甫
の
道
徳
を
有
す
る
清
浄
な
心
に
反
応
し
た
た
め
、
工
み
な
詩
を
製
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
期
禅
林
で
は
自
然
に
神
妙
な
力
が
秘
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
思
潮
に
禅
僧
が
各
地
を
行
脚
し
た
り
、
奥
深
い
山
に
隠
棲
す
る
理
由
の
一
端

が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
、
杜
甫
と
自
然
（
江
山
）
の
関
係
に
つ
い
て
（
中
国
の
場
合
）

中
国
に
お
い
て
自
然
の
影
響
（
「
江
山
の
助
け
」
）
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
浅
見
洋
二
氏
は
「
中
国
の
詩
と
風
景
―
『
江
山
の
助
け
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
三
一
号
・
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
一
）
の
中
で
、
六
朝
期
か
ら
宋
代
に

至
る
ま
で
の
詩
人
と
自
然
（
江
山
）
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
に
異
論

を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
浅
見
氏
の
論
を
参
考
に
し
、
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
資
料
と
重
な
る
資
料
を
取
り
上
げ
る
場
合
も
存
す
る
が
、
主
と
し
て
杜
甫
と
自
然
（
江
山
）

の
関
係
に
言
及
し
た
資
料
を
取
り
上
げ
る
。

詩
人
と
自
然
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
文
心
雕
龍
』
「
物
色
」
よ
り
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

若
乃
山
林
皋
壤
、
實
文
思
之
奧
府
。
略
語
則
闕
、
詳
説
則
繁
。
然
屈
平
所
以
能
洞
監
風

騷
之
情
者
、
抑
亦
江
山
之
助
乎
。

若
し
乃
ち
山
林
と
皋
壤
は
、
實
に
文
思
の
奧
府
な
り
。
略
し
て
語
れ
ば
則
ち
闕
け
、
詳
ら

か
に
説
け
ば
則
ち
繁
な
り
。
然
ら
ば
屈
平
の
能
く
風
騷
の
情
に
洞
監
す
る
所
以
の
者
は
、

抑
も
亦
江
山
の
助
け
な
る
か
。

自
然
の
山
水
に
よ
っ
て
、
屈
原
が
『
毛
詩
』
や
『
楚
辞
』
の
体
得
者
に
な
り
得
た
こ
と
を
言

う
。
こ
の
江
山
の
助
け
に
よ
る
文
学
観
が
、
以
後
継
承
さ
れ
て
い
く
。

唐
代
に
お
い
て
、
江
山
の
助
け
に
つ
い
て
、
貫
休
が
「
読
杜
工
部
集
其
一
」
で
次
の
よ
う

に
言
う
。

造
化
拾
無
遺
、
唯
應
杜
甫
詩
。
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造
化

拾
ひ
て
遺
す
無
き
は
、
唯
だ
應
に
杜
甫
の
詩
な
る
べ
し
。

杜
甫
が
造
化
に
つ
い
て
全
て
詠
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
造
化
と
杜
詩
の
関
係
に
着
目
し

て
い
る
の
は
、
や
は
り
江
山
の
助
け
を
意
識
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

「
江
山
の
助
け
」
に
「
困
窮
」
と
い
う
概
念
を
加
え
て
、
詩
に
つ
い
て
論
じ
た
の
が
次
に

挙
げ
る
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
の
「
梅
聖
兪
詩
集
序
」
で
あ
る
。

予
聞
、
世
謂
詩
人
少
達
而
多
窮
。
夫
豈
然
哉
。
蓋
世
所
傳
詩
者
、
多
出
於
古
窮
人
之
辞

也
。
凡
士
之
蘊
其
所
有
而
不
得
施
於
世
者
、
多
喜
自
放
於
山
巓
水
涯
、
外
見
蟲
魚
草
木
、

風
雲
鳥
獣
之
状
類
、
往
往
探
其
奇
怪
。
内
有
憂
思
感
憤
之
鬱
積
、
其
興
於
怨
刺
、
以
道

羇
臣
寡
婦
之
所
歎
、
而
寫
人
情
之
難
言
。
蓋
愈
窮
則
愈
工
。
然
則
非
詩
之
能
窮
人
、
殆

窮
者
而
後
工
也
。

予
聞
く
、
世
に
謂
ふ

詩
人
は
達
す
る
こ
と
少
な
く
し
て
窮
す
る
こ
と
多
し
と
。
夫
れ
豈

に
然
ら
ん
や
。
蓋
し
世
に
傳
ふ
る
所
の
詩
は
、
多
く
古
の
窮
人
の
辞
よ
り
出
づ
る
な
り
。

凡
そ
士
の
其
の
有
す
る
所
を

蘊

へ
て
世
に
施
す
こ
と
を
得
ざ
る
者
は
、
多
く
喜
び
て
自

た
く
は

ら
山
巓
水
涯
に
放
い
ま
ま
に
し
、
外
に
蟲
魚
草
木
、
風
雲
鳥
獣
の
状
類
を
見
れ
ば
、
往
往

ほ
し

と
し
て
其
の
奇
怪
を
探
る
。
内
に
憂
思
感
憤
の
鬱
積
有
れ
ば
、
其
れ
怨
刺
を
興
し
、
以
て

羇
臣
寡
婦
の
歎
ず
る
所
を
道
ひ
、
人
情
の
言
ひ
難
き
を
寫
す
。
蓋
し
愈
い
よ
窮
す
れ
ば
則

い

ち
愈
い
よ
工
み
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
詩
の
能
く
人
を
窮
せ
し
む
る
に
非
ず
、
殆
ど
窮
す
る

者
に
し
て
後
に
工
み
な
る
な
り
。

欧
陽
修
は
、
詩
人
は
栄
達
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
窮
す
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
主
張
に
対

し
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
窮
す
れ
ば
窮
す
る
ほ
ど
詩
は
ま
す
ま
す
工
み
に
な
る
と
反
論
し
て
い

る
。
こ
の
思
考
こ
そ
が
以
後
の
宋
代
を
通
じ
て
広
ま
っ
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
理
由
を
追
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
困
窮
し
て
大

志
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
の
志
に
つ
い
て
何
も
述
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
喜
ん
で
山

の
頂
、
水
辺
に
身
を
任
せ
、
虫
魚
・
草
木
・
風
雲
・
鳥
獣
の
実
態
を
見
つ
め
、
そ
の
奇
怪
な

姿
を
探
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
に
は
、
心
中
に
憂
え
憤
る
こ
と
が
鬱
積
す
れ
ば
、
そ
の

怨
刺
の
気
持
ち
を
託
し
て
、
羇
臣
寡
婦
の
嘆
き
と
し
て
言
い
、
人
の
情
の
言
い
表
し
に
く
い

こ
と
を
写
し
出
す
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
理
由
は
、
困
窮
す
れ
ば
自
然
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
に
な
り
、
自
然
の
助
け
を
得
て
詩
が
卓
越
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

李
綱
（
一
〇
八
五
～
一
一
四
〇
）
は
欧
陽
修
の
言
を
受
け
て
、
「
玉
峯
居
士
文
集
序
」
で

次
の
よ
う
に
言
う
。

欧
陽
文
忠
公
有
言
、
非
詩
能
窮
人
、
殆
窮
而
後
工
。
信
哉
。
士
達
則
寓
意
於
功
名
、
窮

則
潜
心
於
文
翰
。
故
詩
必
待
窮
而
後
工
者
、
其
用
志
専
、
其
造
理
深
、
其
歴
世
故
険
阻

艱
難
、
無
不
備
嘗
故
也
。
自
唐
以
来
、
卓
然
以
詩
鳴
於
時
、
如
李
、
杜
、
韓
、
柳
、
孟

郊
、
浩
然
、
李
商
隠
、
司
空
図
之
流
、
類
多
窮
於
世
者
。
或
放
浪
於
林
壑
之
間
、
或
漂

泊
於
干
戈
之
際
、
或
遷
謫
而
得
江
山
之
助
、
或
閑
適
而
盡
天
地
事
物
之
変
、
冥
捜
精
錬
、

抉
摘
杳
微
、
一
章
一
句
、
至
謂
能
泣
鬼
紳
而
奪
造
化
者
、
其
為
功
亦
勤
矣
。
以
此
終
其

身
而
名
後
世
、
非
偶
然
也
。

欧
陽
文
忠
公
に
言
有
り
、
詩
の
能
く
人
を
窮
せ
し
む
に
非
ざ
れ
ば
、
殆
ど
窮
し
て
後
に
工

み
な
り
と
。
信
な
る
か
な
。
士
達
す
れ
ば
則
ち
意
を
功
名
に
寓
し
、
窮
す
れ
ば
則
ち
心
を

文
翰
に
潜
む
。
故
に
詩
は
必
ず
窮
す
る
を
待
ち
て
後
に
工
み
な
る
者
な
れ
ば
、
其
の
志
を

用
ふ
る
こ
と
専
ら
に
し
て
、
其
の
理
に
造
る
こ
と
深
く
、
其
の
世
を
歴
る
こ
と
故
よ
り
険

阻
艱
難
、
備
さ
に
嘗
め
ざ
る
無
き
が
故
な
り
。
唐
よ
り
以
来
、
卓
然
と
し
て
詩
を
以
て
時

つ
ぶ

に
鳴
る
は
、
李
、
杜
、
韓
、
柳
、
孟
郊
、
浩
然
、
李
商
隠
、
司
空
図
の
流
の
如
き
、
類
多

く
世
に
窮
す
る
者
な
り
。
或
い
は
林
壑
の
間
に
放
浪
し
、
或
い
は
干
戈
の
際
に
漂
泊
し
、

或
い
は
遷
謫
せ
ら
れ
て
江
山
の
助
を
得
、
或
い
は
閑
適
し
て
天
地
事
物
の
変
を
盡
く
し
、

冥
捜
精
錬
し
、
杳
微
を
抉
摘
し
、
一
章
一
句
、
能
く
鬼
紳
を
泣
か
し
め
て
造
化
を
奪
ふ
者

を
謂
ふ
に
至
り
、
其
れ
功
と
爲
る
も
亦
勤
な
り
。
此
を
以
て
其
の
身
を
終
ふ
る
も
後
世
に

名
あ
る
は
、
偶
然
に
非
ざ
る
な
り
。

李
綱
は
欧
陽
修
の
言
を
詳
し
く
論
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
杜
甫
や
李
白
の
よ
う
に
、
困
窮
し

て
林
壑
を
放
浪
し
た
り
、
戦
乱
の
中
を
彷
徨
っ
た
り
、
流
罪
に
あ
っ
た
り
す
る
と
、
江
山
の

太

田

亨
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助
け
を
得
て
、
天
地
万
物
の
理
を
追
求
し
、
果
て
は
鬼
神
を
泣
か
せ
、
造
化
を
奪
う
よ
う
な

こ
と
を
詠
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
困
窮
す
れ
ば
、
天
地
万
物
を
よ

り
深
く
探
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
江
山
の
助
け
を
得
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
困
窮
す
れ
ば
江
山
の
助
け
を
得
て
詩
が
工
に
な
る
と
す
る
思
考
は
、
杜
甫
と

そ
の
詩
に
も
当
て
は
ま
り
、
多
く
の
文
人
が
そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
に
な
る
。
葛
立
方

（
？
～
一
一
六
五
）
は
『
韻
語
陽
秋
』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

杜
子
美
身
遭
離
亂
、
復
迫
衣
食
、
足
迹
幾
半
天
下
。
自
少
時
遊
蘇
及
越
、
以
至
作
諫
官
、

奔
走
州
縣
。
既
皆
載
「
壮
遊
」
詩
矣
。

杜
子
美

身
は
離
亂
に
遭
ひ
、
復
た
衣
食
に
迫
ら
れ
、
足
迹

幾
ど
天
下
に
半
ば
な
り
。
少

き
時
よ
り
蘇
及
び
越
に
遊
び
、
以
て
諫
官
と
作
る
に
至
り
、
州
縣
に
奔
走
す
。
既
に
皆
な

「
壮
遊
」
の
詩
に
載
す
。

葛
立
方
は
、
杜
甫
が
戦
乱
に
遭
い
、
衣
食
住
に
逼
迫
し
な
が
ら
も
、
天
下
を
巡
り
歩
い
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
若
い
頃
も
蘇
・
越
の
地
方
を
遍
歴
し
た
こ
と
が
、
杜
甫
の
「
壮

遊
」
詩
よ
り
分
か
る
と
す
る
。
困
窮
と
天
下
に
足
跡
を
残
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

張
方
平
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
九
一
）
が
「
読
杜
詩
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

杜
陵
有
窮
老
、
白
頭
惟
苦
吟
。

正
気
自
天
降
、
至
音
感
人
深
。

杜
陵
に
窮
老
有
り
、
白
頭

惟
だ
苦
吟
す
。

正
気

天
よ
り
降
り
、
至
音

人
を
感
ぜ
し
む
る
こ
と
深
し
。

杜
甫
が
、
老
い
や
つ
れ
困
窮
し
な
が
ら
も
詩
を
詠
じ
る
と
、
天
よ
り
至
高
な
気
が
降
り
、
神

妙
な
音
色
が
深
く
人
を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
困
窮
の
状
態
で
詠
ず
る
と
、
天

よ
り
気
が
降
り
、
詩
が
工
み
に
な
る
と
あ
る
。
困
窮
と
造
物
主
の
助
け
と
を
、
一
体
化
さ
せ

た
思
考
法
の
よ
う
で
あ
る
。

張
方
平
と
同
様
に
、
程
大
昌
（
一
一
二
三
～
一
一
九
五
）
は
『
考
古
編
』
の
「
詩
窮
乃
工
」

で
次
の
よ
う
に
言
う
。

白
楽
天
題
李
杜
詩
巻
、
歴
叙
二
公
流
落
、
而
詩
名
動
四
夷
者
、
末
乃
曰
、
天
意
君
須
會
、

人
間
要
好
詩
。
此
欧
公
所
謂
非
詩
窮
人
、
窮
而
後
工
者
也
。

白
楽
天
は
李
杜
の
詩
巻
に
題
し
、
二
公

流
落
す
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
詩
名

四
夷
を
動
か

す
者
な
る
を
歴
叙
し
、
末
に
乃
ち
曰
く
、
天
意

君
須
く
會
す
べ
し
、
人
間

好
詩
を
要
む
、

も
と

と
。
此
れ
欧
公
の
所
謂
る

詩
の
人
を
窮
せ
し
む
る
に
非
ず
、
窮
し
て
後
に
工
み
な
る
者

な
り
。

程
大
昌
は
、
白
楽
天
が
「
読
李
杜
詩
集
」
詩
で
、
杜
甫
の
流
落
を
述
べ
た
上
で
、
「
天
意
君

須
會
、
人
間
要
好
詩
」
（
天
意

君
須
く
會
す
べ
し
、
人
間

好
詩
を
要
む
）
と
、
天
の
意
志

が
好
詩
を
求
め
た
の
で
あ
る
と
詠
じ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
れ
こ
そ
欧
陽
修
が
唱
え
る
よ
う
に
、

詩
が
人
を
困
窮
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
困
窮
す
れ
ば
後
に
詩
が
工
み
に
な
る
と
い
う
考
え
と

同
一
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
天
の
意
と
江
山
の
助
け
は
、
ほ
ぼ
同
等
の
も
の
と
考

え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
周
必
大
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
四
）
は
「
跋
黄
魯
直
蜀
中
詩
詞
」
で
次
の
よ
う
に
言

う
。

杜
少
陵
、
劉
夢
得
詩
、
自
虁
州
後
、
頓
呉
前
作
。
皆
言
文
人
流
落
不
偶
、
乃
刻
意
著
述
。

而
不
知
巫
峡
峻
峰
激
流
之
勢
、
有
以
助
之
也
。
山
谷
自
戎
徙
黔
、
身
行
虁
路
、
故
詞
章

翰
墨
、
日
益
超
妙
。

杜
少
陵
、
劉
夢
得
の
詩
は
、
虁
州
よ
り
後
、
頓
に
前
作
よ
り
呉
し
。
皆
な
文
人
の
流
落

お
ほ

偶
々
な
ら
ず
、
乃
ち
意
を
刻
し
て
著
述
す
る
を
言
ふ
。
而
し
て
巫
峡
の
峻
峰
激
流
の
勢
、

以
て
之
を
助
く
る
有
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
山
谷

戎
よ
り
黔
に
徙
る
に
、
身
は
虁
路
を

行
き
、
故
に
詞
章
翰
墨
あ
り
、
日
々
益
々
超
妙
す
。

周
必
大
は
、
杜
甫
が
虁
州
時
代
よ
り
作
風
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
流
落
不
遇
が
原
因

で
あ
る
と
同
時
に
、
巫
峡
の
険
し
い
嶺
や
激
し
い
渓
谷
の
流
れ
の
助
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
原

因
に
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
困
窮
に
な
り
流
浪
す
れ
ば
、
江
山
の
助
け
を
得
、
詩
が
工
み
に

な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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周
必
大
の
よ
う
に
、
杜
甫
が
虁
州
に
至
り
、
江
山
の
助
け
を
得
た
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て

は
、
次
に
挙
げ
る
費
士
戣
の
「
漕
司
高
齋
堂
記
」
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

杜
少
陵
遊
蜀
凡
八
稔
、
而
在
虁
者
独
三
年
。
平
生
所
賦
詩
、
見
於
集
凡
千
四
百
六
篇
、

而
在
虁
者
乃
至
三
百
六
十
有
一
。
得
非
愛
其
山
川
奇
壮
、
風
俗
淳
厚
、
故
其
寄
寓
之
久
、

賦
詠
之
多
如
是
哉
。

杜
少
陵

蜀
に
遊
ぶ
こ
と
凡
そ
八
稔
、
而
し
て
虁
に
在
る
は
独
だ
三
年
の
み
。
平
生
の
賦

す
る
所
の
詩
、
集
に
凡
そ
千
四
百
六
篇
を
見
、
而
し
て
虁
に
在
る
は
乃
ち
三
百
六
十
有
一

に
至
る
。
其
の
山
川
の
奇
壮
、
風
俗
の
淳
厚
を
愛
し
、
故
に
其
の
寄
寓
の
久
し
く
、
賦
詠

の
多
き
こ
と
是
の
如
き
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。

杜
甫
が
虁
州
の
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
を
愛
好
し
た
た
め
、
虁
州
に
三
年
滞
在
し
、
多
く
の
詩

を
詠
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
暗
に
江
山
の
助
け
に
因
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
江
山
の
助
け
を
追
求
し
て
い
く
と
、
困
窮
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
重
要
な
点
は
、
困
窮
に
よ
っ
て
江

山
の
助
け
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
詩
が
工
み
に
な
る
と
主
張
す
る
点
で
あ
る
。

困
窮
と
詩
、
江
山
と
詩
と
の
関
係
は
、
古
く
か
ら
中
国
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
徐
々
に
統
合
さ
れ
、
杜
詩
に
当
て
は
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
中
期
の
禅
僧
は
、
杜
甫
が
優
れ
た
詩
を
創
出
し
た
理
由
を
探
っ

た
結
果
、
宋
代
の
詩
話
に
お
い
て
、
困
窮
で
あ
れ
ば
人
を
詩
に
お
い
て
工
み
に
さ
せ
る
と
す

る
考
え
に
た
ど
り
着
い
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
困
窮
で
あ
れ
ば
詩
が
工
み
に
な
れ
る
と
い

う
考
え
に
、
新
た
に
「
江
山
の
助
け
」
を
得
れ
ば
詩
が
工
み
に
な
る
と
言
う
考
え
が
統
合
さ

れ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
杜
甫
は
困
窮
で
あ
り
、
江
山
の
間
を
遍
歴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ど
ち
ら
の
条
件
を
も
満
た
す
も
の
と
し
て
、
宋
代
文
人
よ
り
高
い
評
価
を
得
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
学
観
は
日
本
禅
林
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

中
期
禅
林
で
は
、
困
窮
で
あ
れ
ば
詩
が
工
に
な
る
と
い
う
考
え
は
大
い
に
浸
透
し
て
い
る

が
、
困
窮
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
江
山
の
助
け
を
得
ら
れ
る
と
い
う
関
連
性
に
は
あ
ま
り
固

執
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
単
に
自
然
（
江
山
）
の
間
を
遍
歴
す
れ
ば
詩
が
工
み

に
な
る
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
道
徳
を
有
し
清
浄
な
心
で
あ
れ
ば
、
天
も
し
く
は
自
然
（
江

山
）
よ
り
至
高
な
気
を
受
け
、
そ
れ
に
反
応
し
て
卓
越
し
た
詩
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

禅
林
と
い
う
特
異
な
組
織
の
中
で
心
・
精
神
を
重
視
し
た
た
め
、
人
の
内
面
を
重
視
し
た
文

学
観
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
禅
僧
が
杜
甫
の
「
望
嶽
」
詩
を
愛
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

独
自
性
を
有
す
る
杜
詩
受
容
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

中
期
禅
林
の
杜
詩
受
容
の
様
相
に
つ
い
て
、
禅
僧
は
困
窮
や
自
然
の
影
響
（
江
山
の
助
け
）

と
い
っ
た
観
点
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
観
点
か
ら
杜
詩
を
追
究
し
た
。
結
果
、
杜
甫
の
詩
に

③

対
す
る
評
価
は
極
め
て
高
い
。
義
堂
周
信
は
「
答
管
翰
林
学
士
見
和
」
（
『
空
華
集
』
）
に
お

い
て
、
「
工
部
逸
才
詩
似
史
」
（
工
部
の
逸
才

詩
は
史
に
似
た
り
）
と
、
杜
甫
の
詩
が
歴
史

の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
絶
賛
し
て
い
る
。
ま
た
「
中
大
本
住
長
楽
行
院
疏
」
（
『
空
華
集
』
）

で
は
、
大
本
良
中
を
称
美
す
る
に
際
し
、
「
徳
充
乎
身
、
文
溢
諸
外
、
胸
蟠
萬
巻
。
杜
工
部

有
下
筆
之
神
、
気
厭
諸
方
。
」
（
徳
は
身
に
充
ち
、
文
は
諸
を
外
に
溢
れ
し
め
、
胸
に
萬
巻

こ
れ

を
蟠
ら
し
む
。
杜
工
部
に
筆
を
下
す
の
神
有
り
、
気
は
諸
を
方
に
厭
か
し
む
。
）
と
、
杜
甫

あ

を
引
き
合
い
に
出
し
、
杜
甫
に
は
筆
を
下
ろ
し
た
折
の
神
秀
が
存
在
し
、
そ
の
気
が
諸
方
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
愚
中
周
及
は
「
源
秀
知
客
請
」
（
『
草
餘
集
』
）

詩
で
、
「
李
杜
好
文
章
」
（
李
杜

文
章
好
し
）
と
、
東
沼
周

は
「
曲
江
春
望
」
（
『
流
水
集
』

巻
三
）
で
、
「
唯
有
風
流
杜
陵
老
」
（
唯
だ
風
流
有
る
は
杜
陵
の
老
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
杜
甫

の
詩
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
初
期
の
評
価
を
継
承
し
、
中
期
に
お
け
る
杜
詩
尊
崇
の
気
運

は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

太

田

亨

（10）353



【
注
】

①
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
林
初
期
に
お
け
る
杜
詩
評
価
―
」
（
『
中
国

中
世
文
学
研
究
』
第
三
十
九
号

二
〇
〇
一
）
・
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容

―
忠
孝
へ
の
関
心
（
初
期
の
場
合
）
―
」
（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
号

二
〇

〇
一
）
・
拙
稿
「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
初
期
に
お
け
る
応
用
と
流
布
―
」（
『
中

国
学
研
究
論
集
』
第
八
号

二
〇
〇
一
）
参
照
。

②
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
像
に
つ
い
て

―
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
三
巻
・
二
〇
一
六
）
参
照
。

③
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
の
宗
旨
と
文
学
観
の
連
関
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
禅
か
ら
見
た
日
本
中
世
の
文
化
と
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
六
年
）
、
拙
稿

「
日
本
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
に
つ
い
て
―
中
期
禅
林
に
お
け
る
杜
甫
画
図
賛
詩
に
着

目
し
て
―
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
四
十
五
・
四
十
六
号
合
併
号
・
二
〇
〇
四
拈
）
、

拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
情
に
対
す
る
関
心

―
」
（
『
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
二
九
号
・
二
〇
〇
七
年
）
、
拙
稿
「
日
本
中

世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
中
期
の
場
合
）
・
詩
文
詠
出
の
様
相
―
」

（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
五
号
・
二
〇
一
五
年
）
、
拙
稿
「
日
本
中
世
禅
林
に
お

け
る
杜
詩
受
容
―
忠
孝
へ
の
関
心
（
中
期
の
場
合
）
・
解
釈
の
様
相
―
」
（
『
富
永
一
登
退

休
記
念
論
集

中
国
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
』
研
文
出
版
・
二
〇
一
五
）
、
拙
稿
「
日

本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
禅
的
要
素
に
着
目
し
て
（
中
期
の
場
合
）
―
」
（
『
愛

媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
〇
巻
・
二
〇
一
三
）
参
照
。

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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